
令和 7 年度 

参 考 図 書

事 業 名：公共下水道事業 

工 事 場 所：竹原市 本町三丁目地内

工 事 名：楠通地区浸水対策事業雨水ポンプ場整備工事（3工区） 

建設リサイクル法 12 条 13 条対象 

【添付書類】 
□総括情報表 
□工事費内訳表 施工単価表 

□数量計算書 
□参考図       等 















































































工　　　種 種　　　別 細　　　別 規　　　格 単位 計算 計上 備考

土工

床堀  26.7 30

埋戻  13.8 10

盛土 仮設道路  36.0 40

購入土運搬  27.7 30

購入土  33.2 30

処分・運搬  40.0 40

コンクリート工

床板 コンクリート 8.3 8

型枠 一般型枠 ㎡ 20.4 20

埋設 ㎡ 2.0 2

円形型枠 ㎡ 0.6 0.6

チッピング ㎡ 27.6 28

砕石 基礎砕石 ｔ＝100 ㎡ 6.0 6

基礎砕石 ｔ＝200 ㎡ 3.5 4

砕石基礎工 埋戻し ｍ3 3.8 4

水路・桝 均しコンクリート  0.4 0.4

コンクリート  7.4 7

均しコンクリート型枠 ㎡ 1.0 1

型枠 一般型枠 ㎡ 66.3 66

型枠 円形型枠 ㎡ 0.7 0.7

鉄筋工 ｔ 0.15 0.15

補強擁壁 コンクリート ｍ3 0.93 0.9

型枠 ｍ2 4.1 4

鉄筋工 ｔ 0.113 0.11

目地 ｍ2 2.8 3

横断水路

リブ管布設 径350 ｍ 8.0 8

水路新設 300*700 ｍ 10.9 11

竹原市楠通ポンプ場（既設ポンプ室改築）数量表



工　　　種 種　　　別 細　　　別 規　　　格 単位 計算 計上 備考

竹原市楠通ポンプ場（既設ポンプ室改築）数量表

取壊し工

既設止水擁壁取壊し 人力 ｍ3 1.0 1

既設水路取壊し ｍ3 0.9 0.9

殻運搬（CO） ｍ3 1.9 2

処分（CO） ｔ 4.47 4

舗装

舗装破砕 ｍ2 55.2 55

下層路盤 ｔ＝100 ｍ2 8.0 8

上層路盤 ｔ＝120 ｍ2 8.0 8

掘削 m3 0.9 0.9

不陸整正 ｍ2 47.2 47

表層 ｔ＝30 ｍ2 8.0 8

表層 ｔ＝50 ｍ2 47.2 47

殻運搬（AS） ｍ3 1.6 2

処分（AS） ｔ 3.76 4

仮設工

軽量鋼矢板建込 2.0 ｍ 5.8 5.8

軽量鋼矢板建込 2.5 ｍ 7.1 7.1

軽量鋼矢板引抜 2.0 ｍ 5.8 5.8

軽量鋼矢板引抜 2.5 ｍ 7.1 7.1

土留支保設置・撤去 １段 ｍ 5.8 5.8

土留支保設置・撤去 ２段 ｍ 7.1 7.1

軽量鋼矢板整備費 ｔ 1.294 1.29

軽量鋼矢板賃料 ４日 ｔ 5.176 5.18

切梁・腹起し賃料 式 1.0 1

大型土のう設置撤去 仮設道路 個 26.0 26

ポンプ撤去 ８インチ 台 3.0 3

ポンプ撤去 ３インチ 台 1.0 1

ポンプ撤去 ２インチ 台 1.0 1

交通誘導員B 人 8.0 8 2人*４日

付属物

両開き門扉 組 1.0 1

ネットフェンス ｍ 8.0 8

アルミフェンス ｍ 12.0 12

マンホール 径600 組 1.0 1

VU管 径400 本 1.0 1

９０エルボ 径400 個 2.0 2



土工

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

床掘（集水桝１） 1.247×1.9×(1.85+0.1+0.2)  5.1

床掘（集水桝２） 2×1.9×(1.91+0.1+0.2)  8.4

（1.62+1.68）/2*1.0*8.0  13.2 仮舗装3ｃｍ控除

床掘合計 26.7

本舗装箇所鋤取り 9.018*5.23*0.02  0.9 砕石

埋戻（集水桝１） 〔（1.247*1.9）-（0.9*0.9）〕*1.85  2.88

埋戻（集水桝２） 〔（2*1.9）-（1.0*1.75）〕*1.91  3.92

（0.85+0.91）/2　*1　*8  7.0

埋戻合計  13.8

2*12/2*3  36.0

大型土のう 13*2 袋 26.0

(26.7+0.9)-（13.8/0.9）＝12.3 12.3

（36/0.9）-12.3＝27.7 27.7

購入運搬  27.7

購入土 27.7*1.2  33.2

残土運搬・処分 36/0.9  40.0

土量配分

名　称

床堀（横断部）

埋戻（横断部）

盛土（仮設道路）



床板コンクリート

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

4.42×0.56×0.20×2  1.0

1.86×0.56×0.30  0.3

7.24×2.30×（0.3+0.25）/2  4.6

2.71×2.30×（0.25+0.15）/2  1.2

（2.01*2.3-（1.06+1.2）*2.01/2）*0.15  0.4

2.012×（1.06+1.20）/2×0.40  0.9

(-) 0.60^2×π×1/4×0.40  -0.1

小計 8.3

合計 8.3

開口控除

名　称

床版構築
(既設ポンプ井）

嵩上げ部

床版構築



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

普通型枠

嵩上げ部

外面 4.42×0.56×2 ㎡ 5.0

2.27×0.56 ㎡ 1.3

内面 （4.42-0.30）×0.56×2 ㎡ 4.6

1.86×0.56 ㎡ 1.0

床版構築

7.24×（0.3+0.25）/2×2 ㎡ 4.0

2.709×（0.25+0.15）/2×2 ㎡ 1.1

2.30×0.15 ㎡ 0.3

床版構築

2.012×（1.06+1.20）/2 ㎡ 2.3 埋設

2.012×0.15×2 ㎡ 0.6

（1.06+1.20）×0.4 ㎡ 0.9

（2.023+2.033）*0.4 ㎡ 1.6

(-) 0.60^2×π×1/4 ㎡ -0.3 埋設

円形型枠

床版構築B

マンホールφ600 0.60×π×0.30 ㎡ 0.6

小計 ㎡ 0.6

1.0/（0.6*1.2）＝1.39
※（0.6*1.2）は1枚当たり製品面積

型枠合計 ㎡ 20.4

型枠合計（埋設） ㎡ 2.0

円形型枠合計 ㎡ 0.6

床板コンクリート型枠

名　称

開口控除

残存型枠（材料）



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

4.42×0.20×2 ㎡ 1.8

1.86×0.30 ㎡ 0.6

（11.96×2.3）-（1.06+1.2）/2*2.012 ㎡ 25.2

チッピング合計 ㎡ 27.6

チッピング

名　称

嵩上げ部

床版構築A



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

1.10×1.10   (t＝200) ㎡ 1.2

1.95×1.20  （ｔ＝200） ㎡ 2.3

0.55×10.9　　（ｔ＝100） ㎡ 6.0

（1.0×0.6）-（0.175*0.175*3.14）　　　 m2 0.50

0.5×（8.0-（0.2+0.2） m3 3.8 埋戻

合計（ｔ＝200） ｍ2 3.5

合計（ｔ＝100） ｍ2 6.0

合計（管路基礎） ｍ3 3.8

新設水路

横断管渠

砕石

名　称

集水桝２

集水桝１



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

1.10×1.10×0.10  0.12

1.95×1.20×0.10  0.23

合計 0.4

均しコンクリート

名　称

集水桝１

集水桝2



水路・桝コンクリート

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

0.90×0.90×1.85－0.50×0.5×1.65  1.09

(-) 0.30×0.605×0.20×2  -0.07

(-) 0.35^2×π×1/4×0.20  -0.02

小計 1.0

1.75×1.00×1.91－1.35×0.60×1.71  1.96

(-) 0.30×0.555×0.20×2  -0.07

(-) 0.35^2×π×1/4×0.20  -0.02

(-) 0.30×0.90×0.20  -0.05

小計 1.82

底版 (0.415+0.500)/2×12.8×0.10  0.59

壁（石垣側） (1.334+1.484)/2×12.8×0.10  1.80

壁（鋼矢板側） (1.648+1.712)/2×12.8×0.10  2.15

小計 4.54

合計  7.36

名　称

集水桝１

本体部

開口控除

集水桝２

開水路

本体部

開口控除



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

1.10×0.10×4 ㎡ 0.44

(1.95+1.20)×0.10×2 ㎡ 0.6

合計 1.04

均しコンクリート型枠

名　称

集水桝１

集水桝２



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

普通型枠

外面 0.90×1.85×4 ㎡ 6.7

内面 0.50×1.65×4 ㎡ 3.3

(-) 0.30×0.605×2×2 ㎡ -0.7

(-) 0.35^2×π×1/4×2 ㎡ -0.2

(0.30+0.605)×2×0.20×2 ㎡ 0.7

小計 ㎡ 9.8

円形型枠

開口部φ350 0.35×π×0.20 ㎡ 0.2

小計 0.2

普通型枠

外面 (1.75+1.00)×1.91×2 ㎡ 10.5

内面 (1.35+0.60)×1.71×2 ㎡ 6.7

(-) 0.30×0.555×2×2 ㎡ -0.7

(-) 0.35^2×π×1/4×2 ㎡ -0.2

(-) 0.40^2×π×1/4×2 ㎡ -0.3

(-) 0.30×0.90×2 ㎡ -0.5

(0.30+0.555)×2×0.20×2 ㎡ 0.7

(0.30+0.90)×2×0.20 ㎡ 0.5

小計 ㎡ 16.7

0.35×π×0.20 ㎡ 0.2

0.40×π×0.20 ㎡ 0.3

小計 ㎡ 0.5

壁（石垣側） (1.334+1.484)/2×12.8×1.015[斜率] ㎡ 18.3

壁（鋼矢板側） (1.648+1.714)/2×12.8 ㎡ 21.5

小計 39.8

一般型枠　合計 ㎡ 66.3

　円形型枠　合計 ㎡ 0.7

集水桝２

開口控除

水路・桝コンクリート型枠

名　称

開口控除

開口側面

集水桝１

開口部

円形型枠

開水路



（集水桝２）

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

SD345

D13 集水桝２　図面より kg 152.8

D13 補強擁壁 kg 113

鉄筋

名　称



躯体工

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

0.23×1.60×1.263  0.46

0.49×1.90×0.25×2  0.47

鉄筋コンクリート　合計  0.93

鉄筋コンクリート型枠

（1.60+0.28）×1.263 ㎡ 2.37

0.26×1.90+0.26×1.86 ㎡ 0.98

〃　端面 0.25×1.90-1/2×1.03×0.182 ㎡ 0.38

0.25×1.86-1/2×0.99×0.25 ㎡ 0.34

鉄筋コンクリート型枠　合計 ㎡ 4.07

目地工 1.60×1.763 ㎡ 2.82

護岸側

吐口壁側

名　称

鉄筋コンクリート

護岸側

吐口壁側



コンクリート取壊し

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

既設止水擁壁 2.8*1.2*0.3 ｍ3 1.0

CADより側面（0.9*0.2）*2+底面（0.2*0.3）*10.9 ｍ3 0.9

機械 0.9

人力 1.0

ｍ3 1.9

ｔ 4.47

名　称

既設水路取壊し

殻運搬

処分



舗装

符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

1*8 ｍ2 8.0

9.018*5.23 ｍ2 47.2

小計 ｍ2 55.2

8.0*0.03 ｍ3 0.2

47.2*0.03 ｍ3 1.4

小計 ｍ3 1.6

1.6*2.35 ｔ 3.8

1*8 ｍ2 8.0

1*8 ｍ2 8.0

不陸整正 9.018*5.23 ｍ2 47.2

1*8  ｍ2 8.0 t=3cm

9.018*5.23 ｍ2 47.2 t=5cm

※掘削は土工表記

上層路盤

表層

名　称

舗装破砕

処分

下層路盤

殻運搬



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

鋼矢板土留め工

軽量鋼矢板土留め工

掘削深L=2.0m(横断部） 5.8 ｍ 5.8

掘削深L=2.5（集水桝１） 1.25 ＋ 1.9 ｍ 3.2

掘削深L=2.5（集水桝２） 2.0 ＋ 1.9 ｍ 3.9 3.9*2=7.8

小計 7.1

軽量鋼矢重量

掘削深
L=2.0m

5.8/0.25*2.0*0.0104 ｔ 0.48 転用1回

掘削深
L=2.5m

7.8/0.25*2.5*0.0104 ｔ 0.81 転用1回

合計 1.294

1.294 * ４日 ｔ 5.176

アルミ腹起し（横断部) １段支保 腹起し材 ２本 ３ｍで転用 本 2.0

２段支保 腹起し材 4本 １ヶ所ごと施工 本 4.0

１段支保 本 2.0

２段支保 本 4.0

運搬重量 1.294 + 0.088 + 0.044 ｔ 1.426

軽量鋼矢板 支保 支保

軽量鋼矢板

名　称

アルミ腹起し（集水桝)

水圧式サポート
（横断部）

水圧式サポート
（集水桝）

軽量鋼矢板賃料



符号 計　　　　算　　　　式 単位 数　量 備　考

エア抜き管設置 VU管　φ400  L=4000

直管 1.8+2.0 本 1

90°エルボ 2 個 2

両開き門扉 W=2000 組 1

ｍ 8

ｍ 12

径６００ 組 1

横断部分 ｍ 8

U型300*700 ｍ 10.9

リブ付き塩ビ管

φ350

２次製品水路

付属物・材料

名　称

ネットフェンス

アルミフェンス

マンホール



軽量金属支保材損料算定　1段支保
（参考）

腹起し 110×130 矢板長 2.0～2.5 ｍ
水圧サポート　70タイプ

1．アルミ製腹起し・水圧式サポートの全体賃料計算式は
全体賃料＝

2．水圧ポンプ1m当り賃料計算式は
全体賃料＝

2025 P.819 P.297
・アルミ製腹起し1日1本当り賃料及び基本料 建設物価 積算資料 平均価格

1日1本当り賃料（4m／本） 52円 52円 53円 52円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧式サポート1日1本当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 110円 110円 110円 110円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧ポンプ1日1台当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 154円 158円 150円 154円
基本料 500円 500円 500円 500円

※賃料単位は，適時確認する事。

2.0ｍ 2.5ｍ
1ﾌﾞﾛｯｸ延長 3.00ｍ
支保工本数 2本 0本 0本
供用日数 2日

全体賃料 アルミ製腹起し＝ 52円×(2本×2日+0本×日+0本×日) ＝ 208 円
水圧式サポート＝ 110円×(2本×2日+0本×日+0本×日) ＝ 440 円
水圧ポンプ＝ 154円×(2日+日+日) ＝ 308 円

基本料 アルミ製腹起し＝ 2本×1段×500円 ＝ 1,000円
水圧式サポート＝ 2本×1段×500円 ＝ 1,000円
水圧ポンプ＝ ＝ 500円

2,500円
全体延長＝ 5.80 ｍ

運搬重量 腹起し材= 2本 × 38.6kg/本 ＝ 77 ｋｇ
ｻﾎﾟｰﾄ材= 2本 × 5.3kg/本 ＝ 11 ｋｇ

重量合計 88 ｋｇ

1日1本当り賃料×1ブロック当り支保本数×供用日数

1日1台当り賃料×供用日数

矢板長

合　　　計



軽量金属支保材損料算定　２段支保
（参考）

腹起し 110×130 矢板長 2.0～2.5 ｍ
水圧サポート　70タイプ

1．アルミ製腹起し・水圧式サポートの全体賃料計算式は
全体賃料＝

2．水圧ポンプ1m当り賃料計算式は
全体賃料＝

2025 P.819 P.297
・アルミ製腹起し1日1本当り賃料及び基本料 建設物価 積算資料 平均価格

1日1本当り賃料（4m／本） 43円 43円 44円 43円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧式サポート1日1本当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 134円 138円 130円 134円
基本料 500円 500円 500円 500円

・水圧ポンプ1日1台当り賃料及び基本料
1日1本当り賃料 154円 158円 150円 154円
基本料 500円 500円 500円 500円

※賃料単位は，適時確認する事。

2.5ｍ
1ﾌﾞﾛｯｸ延長 3.00ｍ
支保工本数 4本
供用日数 2日

全体賃料 アルミ製腹起し＝ 43円×(4本×2日+本×日+本×日) ＝ 344 円
水圧式サポート＝ 134円×(4本×2日+本×日+本×日) ＝ 1,072 円
水圧ポンプ＝ 154円×(2日+日+日) ＝ 308 円

基本料 アルミ製腹起し＝ 1本×2段×500円 ＝ 1,000円
水圧式サポート＝ 1本×2段×500円 ＝ 1,000円
水圧ポンプ＝ ＝ 500円

2,500円
全体延長＝ 7.20 ｍ

運搬重量 腹起し材= 1本 × 38.6kg/本 ＝ 39 ｋｇ
ｻﾎﾟｰﾄ材= 1本 × 5.3kg/本 ＝ 5 ｋｇ

重量合計 44 ｋｇ

1日1本当り賃料×1ブロック当り支保本数×供用日数

1日1台当り賃料×供用日数

矢板長

合　　　計



参考資料(採用単価）

材料及び歩掛名 規格 単位 単価（円）

U型側溝 300*700 本 32,400

両開き門扉 H=1500　W＝2000 式 214,190

ネットフェンス J型　H＝1800

ｍ 13,240

アルミフェンス 日本下水道事業団タイプ

ｍ 27,850

VU継手 径400 個 96,820

埋設型枠 コンクリート製 枚 4,300


